
 

 
1 

１ 

言
葉
の
単
位 

 

②
文
節
と
単
語 

文
節
と
単
語
の
分
け
方
１ 

  

確
認
① 

文
節
の
分
け
方
(1) 

 

▼ 

文
を
文 ぶ

ん

節 せ
つ

に
区
切
る
に
は
、
言
葉
の
意
味
を
こ
わ
さ
ず
発
音
が
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う

に
で
き
る
だ
け
短
く
区
切
る
。 

▼ 

文
節
に
区
切
る
に
は
、
「
ネ
・
サ
・
ヨ
」
な
ど
を
入
れ
て
み
る
と
よ
い
。 

 

例 

今
日
は
ネ
／
友
達
に
ネ
／
手
紙
を
ネ
／
書
く
。
（
四
文
節
） 

  

 

１ 

次
の
文
に
、
例
の
よ
う
に
「
ネ
」
を
入
れ
て
文
節
に
分
け
な
さ
い
。
（ 

）
は
文
節
の
数
で

す
。 

例 

校 
 

庭 

に 
 

桜 
 

が 
 

咲 さ 
 

く
。
（
３
） 

 

(1) 

犬 

が 

走 

る
。（
２
） 

  

(2) 

父 

と 

散 

歩 

を 

す 

る
。（
３
） 

  

(3) 

美 

し 

い 

絵 

が 

あ 

る
。（
３
） 

      

 

２ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
文
節
の
数
で
す
。 

 

(1) 

庭 

に 

水 

を 

ま 

く
。
（
３
） 

(2) 

新 

幹 

線 

で 

京 

都 

へ 

行 

く
。
（
３
） 

(3) 

先 

生 

は 

い 

つ 

も 

や 

さ 

し 

い
。（
３
） 

(4) 

授 

業 

の 

復 

習 

を 

毎 

日 

行 

う
。（
４
） 

(5) 

静 

か 

な 

公 

園 

で 

少 

し 

休 

む
。（
４
） 

  

３ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

(1) 

僕 ぼ
く 

は 

水 

が 

飲 

み 

た 

い
。 

(2) 

母 

は 

本 

を 

読 

む 

の 

が 

好 

き 

だ
。 

(3) 

弁 

当 

を 

残 

さ 

ず 

き 

れ 

い 

に 

食 

べ 

た
。 

(4) 

二 

人 

で 

重 

い 

荷 

物 

を 

部 

屋 

に 

運 

ぶ
。 

(5) 

今 

年 

の 

夏 

は 

意 

外 

と 

涼 す
ず 

し 

い 

と 

思 

う
。 

  



 

 
2 

  
確
認
② 

文
節
の
分
け
方
(2) 

複
合
語
は
１
つ 

 

▼ 

複 ふ
く

合 ご
う

語 ご

（
二
つ
以
上
の
語
が
結
び
つ
い
て
一
つ
に
な
っ
た
語
）
は
、
一
文
節
と
数
え
る
。 

例
・
部
屋
の
／
中
を
／
走
り
回
る
。 

・
毎
日
／
遅 お

そ

く
ま
で
／
勉
強
す
る
。 

 

※
複
合
語
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

例
・
押 お

し
出 だ

す
（
押
す
＋
出
す
） 

・
申 も

う

し
込 こ

む 

（
申
す
＋
込
む
） 

・
薄
暗

う
す
ぐ
ら

い 

（
薄
い
＋
暗
い
） 
・
食
べ
づ
ら
い
（
食
べ
る
＋
つ
ら
い
） 

・
観
察
す
る
（
観
察
＋
す
る
） 
・
ノ
ッ
ク
す
る
（
ノ
ッ
ク
＋
す
る
） 

  

 

１ 

次
の
言
葉
の
中
で
複
合
語
を
五
つ
○
で
囲
み
な
さ
い
。 

 

振 ふ

り
回 ま

わ

す 
 
 

食
べ
る 

 
 
 

座 す
わ

る 
 
 
 

チ
ェ
ッ
ク
す
る 

 
 

暗
い 

 

細
長
い 

 
 
 

見
づ
ら
い 

 
 

楽
し
い 

 
 

注
意
す
る 

 
 
 
 

大
き
い 

  

２ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
文
節
の
数
で
す
。 

 

(1) 

高 

く 

舞 ま 

い 

上 あ 

が 

る
。
（
２
） 

(2) 

と 

て 

も 

書 

き 

や 

す 

い
。
（
２
） 

(3) 

夏 

の 

夜 

は 

暑 

苦 

し 

い
。
（
３
） 

(4) 

映 

画 

を 

見 

て 

感 

動 

す 

る
。
（
３
） 

   

 

３ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

(1) 

父 

が 

弟 

を 

呼 

び 

出 

す
。 

(2) 

重 

苦 

し 

い 

空 

気 

が 

会 

議 

室 

に 

流 

れ 

る
。 

(3) 

歌 

詞 

が 

難 

し 

い 

の 

で 

歌 

い 

に 

く 

い
。 

(4) 

目 

前 

に 

広 

が 

る 

風 

景 

を 

ス 

ケ 

ッ 

チ 

す 

る
。 

 



 

 
3 

  
確
認
③ 

文
節
の
分
け
方
(3) 

「
な
い
」
の
識
別 

 

▼
「
な
い
」
の
付
い
た
言
葉
に
は
、
二
文
節
に
分
け
ら
れ
る
も
の
と
一
文
節
の
も
の
が
あ
る
。

二
文
節
か
一
文
節
か
を
見
分
け
る
に
は
、
「
な
い
」
の
前
に
「
は
」
を
入
れ
て
み
る
。 

 

① 

「
は
」
を
入
れ
て
意
味
が
通
じ
る
も
の
は
二
文
節
。
形
容
詞
の
「
な
い
」 

例
・
少
な
く
な
い→

少
な
く
は．
／
な
い 

○ 

 

・
楽
で
な
い 

→

楽
で
は．
／
な
い 

 

○ 

 

② 

「
は
」
を
入
れ
て
意
味
が
通
じ
な
い
も
の
は
一
文
節
。
助
動
詞
の
「
な
い
」 

例
・
行
か
な
い→

行
か
は．
な
い 

×
 

 

・
読
ま
な
い→

読
ま
は．
な
い 

×
 

  

 

１ 

次
の 

 

か
ら
二
文
節
に
区
切
ら
れ
る
も
の
を
四
つ
選
び
、
例
の
よ
う
に
「
は
」
と
「
／
」

を
入
れ
て
区
切
り
な
さ
い
。 

 

静
か
で
な
い 

 

飲
ま
な
い 

 
 

よ
く
な
い 
 

 

見
な
い 

行
か
な
い 

 
 

で
き
な
い 

 
 

悔
し
く
な
い 

 

確
実
で
な
い 

 

例 

多
く
な
い
〔 

多
く
は
／
な
い 

〕 

         

 

２ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
文
節
の
数
で
す
。 

 

(1) 

あ 

ま 

り 

大 

き 

く 

な 

い
。
（
３
） 

(2) 

部 

屋 

は 

き 

れ 

い 

で 

な 

い
。
（
３
） 

(3) 

プ 

ー 

ル 

の 

水 

が 

冷 

た 

く 

な 

い
。
（
４
） 

(4) 

君 

の 

手 

伝 

い 

は 

必 

要 

で 

な 

い
。
（
４
） 

  

３ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

(1) 

友 

達 

の 

努 

力 

は 

決 

し 

て 

む 

だ 

で 

な 

い
。 

(2) 

距 き
ょ 

離 り 

が 

近 

く 

な 

い 

の 

で 

疲 つ
か 

れ 

た
。 

(3) 

彼 か
れ 

が 

来 

な 

い 

か 

ら 

お 

も 

し 

ろ 

く 

な 

い
。 

(4) 

元 

気 

で 

な 

い 

理 

由 

が 

わ 

か 

ら 

な 

い
。 

(5) 

魚 

が 

釣 つ 

れ 

な 

い 

の 

は 

珍
め
ず
ら 

し 

く 

な 

い
。 

  

 
 

 

 
 

 
 

・  ・ 

 
 

 

 
 

 
 

 

（
二
文
節
） 

（
一
文
節
） 



 

 
4 

１ 

言
葉
の
単
位 

 

②
文
節
と
単
語 

文
節
と
単
語
の
分
け
方
２ 

  

確
認
① 

文
節
の
分
け
方
(4) 

～
て
～ 

助
詞
の
「
て
」
で
区
切
れ
る 

 

▼
「
～
て
～
」「
～
で
～
」
の
形
の
言
葉
は
二 に

文
節

ぶ
ん
せ
つ

に
分
け
る
。 

 

例 

行
っ
て
／
く
る 

 

聞
い
て
／
み
る 

 

読
ん
で
／
も
ら
う 

 

※ 

こ
の
ほ
か
、
「
～
て
（
で
）
し
ま
う
」
「
～
て
（
で
）
お
く
」
「
～
て
（
で
）
や
る
」 

「
～
て
（
で
）
い
る
」「
～
て
（
で
）
い
く
」
な
ど
が
あ
る
。 

  
 

１ 

次
の
言
葉
の
中
で
、
二
文
節
に
分
け
ら
れ
る
も
の
を
五
つ
○
で
囲
み
な
さ
い
。 

 

帰
っ
て
く
る 

 

受
け
る 

 
 
 

読
ん
で
み
る 

 

拾
い
上
げ
る 

 
 

助
け
る 

 

買
っ
て
お
く 

 

笑
っ
て
い
る 

 

走
り
出
す 
 

 

教
え
て
や
る 

           

 

２ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
文
節
の
数
で
す
。 

 

(1) 

道 

を 

聞 

い 

て 

み 

る
。（
３
） 

(2) 

牛 

乳 

を 

飲 

ん 

で 

い 

る
。
（
３
） 

(3) 

飛 

ん 

で 

く 

る 

の 

は 

鳥 

だ
。
（
３
） 

  

３ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

(1) 

美 

容 

院 

で 

髪 か
み 

を 

切 

っ 

て 

も 

ら 

う
。 

(2) 

母 

が 

弁 

当 

を 

作 

っ 

て 

く 

れ 

る
。 

(3) 

い 

と 

こ 

は 

北 

海 

道 

に 

住 

ん 

で 

い 

る
。 

(4) 

か 

き 

あ 

げ 

た 

絵 

を 

飾 か
ざ 

っ 

て 

お 

く
。 

 



 

 
5 

  
確
認
② 

単
語
の
分
け
方
(1) 

自
立
語
と
付
属
語 

 

▼ 

単 た
ん

語 ご

に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
。 

自 じ

立 り
つ

語 ご…
そ
れ
だ
け
で
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
単
語
。
ま
た
、
文
節
の
初
め
に
く
る

こ
と
が
で
き
る
単
語
。（ 

 

の
単
語
） 

 

付 ふ

属 ぞ
く

語 ご…

そ
れ
だ
け
で
は
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
必
ず
自
立
語
の
あ
と
に
付
い
て

意
味
を
付
け
加
え
る
単
語
。
（

○が
の
単
語
） 

 

例 

池 

○で
／
大
き
な
／
魚 
○が
／
泳
ぐ
。 

 

※
「
大
き
な
」
「
泳
ぐ
」
は
そ
れ
だ
け
で
文
節
を
作
っ
て
い
る
自
立
語
。
「
池
」
「
魚
」
は
文
節

の
初
め
に
あ
る
自
立
語
。「
で
」「
が
」
は
、
自
立
語
の
あ
と
に
付
い
て
意
味
を
付
け
加
え
て

い
る
付
属
語
。 

  
 

◆ 

次
の
文
の
単
語
を
、
Ａ
自
立
語
、
Ｂ
付
属
語
に
分
け
て
書
き
な
さ
い
。 

 

〈
近
所
／
の
／
図
書
館
／
に
／
行
く
。〉 

 

Ａ
（ 

 
 
 

 
 

）
（ 

 
 
 

 

）
（ 

  
 

 
 

） 

 

Ｂ
（ 
 

 
 
 

）
（ 

 
 
 

 

） 

        

  

確
認
③ 

単
語
の
分
け
方
(2) 

文
節
に
分
け
て
か
ら
単
語
に
分
け
る 

 

▼
文
を
単
語
に
分
け
る
と
き
は
、
次
の
順
序
で
行
う
と
よ
い
。 

 

① 

ま
ず
、
文
を
文
節
に
分
け
る
。 

 

例 

公
園
の
／
池
で
／
魚
が
／
泳
ぐ
。 

 

② 

自
立
語
（ 

 

の
単
語
）
と
付
属
語
（

○が
の
単
語
）
に
分
け
る
。 

 

例 

公
園
／

○の
／
池
／

○で
／
魚
／

○が
／
泳
ぐ
。 

  
 

１ 

次
の
文
の
単
語
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
単
語
の
数
で
す
。 

 

(1) 

空 

が 

明 

る 

い
。
（
３
） 

(2) 

バ 

ス 

か 

ら 

降 お 

り 

る
。
（
３
） 

(3) 

数 

学 

の 

問 

題 

を 

解 

く
。
（
５
） 

(4) 

玄 げ
ん 

関 か
ん 

で 

コ 

ー 

ト 

を 

脱 ぬ 

ぐ
。
（
５
） 

 

２ 

次
の
文
の
単
語
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
単
語
の
数
で
す
。 

 

(1) 

定 

規 

で 

線 

の 

長 

さ 

を 

測 

る
。（
７
） 

(2) 
僕 ぼ

く 

は 

い 

つ 

も 

同 

じ 

時 

間 

に 

起 

き 

る
。
（
７
） 

(3) 

星 
が 

き 

ら 

き 

ら 

と 

光 

を 

放 

つ
。
（
６
） 

(4) 

赤 

ち 
ゃ 

ん 

の 

手 

は 

と 

て 

も 

か 

わ 

い 

い
。
（
６
） 



 

 
6 

  
確
認
④ 

単
語
の
分
け
方
(3) 

複
合
語 

 

複 ふ
く

合 ご
う

語 ご

は
、
一 い

ち

文
節

ぶ
ん
せ
つ

一 い
ち

単
語

た

ん

ご

と
数
え
る
。 

 

例 
 

  

 

◆ 

次
の
ア
・
イ
の
う
ち
、
一
単
語
で
あ
る
ほ
う
に
○
を
つ
け
な
さ
い
。 

 

(1) 

ア
（ 

 
 

）
持
ち
帰
る 

 
 

イ
（ 

 
）
荷
物
を
持
つ 

(2) 

ア
（ 

 
 

）
経
験
す
る 

 
 

イ
（ 

 

）
経
験
を
す
る 

(3) 

ア
（ 

 

）
運
転
を
す
る 

 

イ
（ 

 
 

）
運
転
す
る 

(4) 

ア
（ 

 
 

）
走
り
去
る 

 
 

イ
（ 

 

）
道
路
を
走
る 

            

  

確
認
⑤ 

単
語
の
分
け
方
(4) 

 

助
詞
の
「
て
」
で
区
切
れ
る 

 

▼
「
～
て
（
で
）
～
」
の
形
の
言
葉
は
、
二
文
節
三
単
語
と
数
え
る
。 

 

例 
 

  

 

１ 

次
の
言
葉
を
「
／
」
で
三
つ
の
単
語
に
分
け
な
さ
い
。 

 

(1) 

乗 

せ 

て
あ 

げ 

る 

(2) 

変 

わ 

っ 

て 

い 

く 

(3) 

読 

ん 

で 

も 

ら 

う 

 

２ 

次
の
文
を
「
／
」
で
単
語
に
分
け
な
さ
い
。 

 

(1) 

弟 

に 

竹 

と 

ん 

ぼ 

を 

作 

っ 

て 

や 

る
。
（
７
） 

(2) 

合 

格 

を 

目 

標 

に 

頑 が
ん 

張 ば 

っ 

て 

み 

る
。
（
７
） 

(3) 

世 

界 

の 

人 

口 

が 

増 

え 

続 

け 

て 

い 

る
。（
７
） 

  



 

 
7 

練
習
問
題
１ 

 
１ 
次
の
文
で
、
文
節
に
区
切
っ
て
あ
る
も
の
に
は
Ａ
、
単
語
に
分
け
て
あ
る
も
の
に
は
Ｂ
と
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

(1) 

毎
年
／
家
の
／
庭
で
／
ア
ジ
サ
イ
の
／
花
が
／
き
れ
い
に
／
さ
く
。 

（ 
 

） 

(2) 

毎
朝
／
ぼ
く
／
は
／
自
転
車
／
で
／
学
校
／
へ
／
行
く
。 

 

（ 
 

） 

(3) 

明
日
は
／
き
っ
と
／
す
ば
ら
し
い
／
天
気
に
／
な
る
。 

 

（ 
 

） 

(4) 

バ
ス
／
は
／
九
時
／
に
／
出
発
す
る
。 

 

（ 
 

） 

(5) 

今
日
／
か
ら
夏
休
み
／
だ
。 

 

（ 
 

） 

(6) 

ど
こ
ま
で
も
／
続
く
／
道
を
／
行
く
。 

 

（ 
 

） 

(7) 

ぼ
く
／
の
／
妹
／
は
／
性
格
が
／
お
だ
や
か
だ
。 
 

（ 
 

） 

(8) 

朝
／
の
／
冷
た
い
／
空
気
／
は
／
気
持
ち
／
が
／
い
い
。 

 

（ 
 

） 

(9) 

自
転
車
が
／
欲
し
い
け
れ
ど
／
お
金
が
／
な
い
。 

 

（ 
 

） 

(10) 

歌
が
／
下
手
な
の
で
／
カ
ラ
オ
ケ
に
は
／
行
か
な
い
。 

 

（ 
 

） 

     

 

２ 

次
の
文
は
、
い
く
つ
の
文
節
か
ら
で
き
て
い
ま
す
か
。
数
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 

(1) 

犬
が
ほ
え
る
。 

 

（ 
 

） 

(2) 

白
い
花
と
赤
い
花
が
さ
く
。 

 

（ 
 

） 

(3) 

み
ん
な
の
前
で
発
表
す
る
。 

 

（ 
 

） 

(4) 

わ
た
し
の
部
屋
は
と
て
も
静
か
だ
。 

 

（ 
 

） 

(5) 

大
人
も
子
ど
も
も
老
人
も
い
る
。 

 

（ 
 

） 

(6) 

明
日
は
き
っ
と
晴
れ
る
。 

 

（ 
 

） 

(7) 

今
日
は
国
語
の
テ
ス
ト
が
あ
る
。 

 

（ 
 

） 

(8) 

い
つ
も
の
公
園
で
弟
や
妹
と
楽
し
く
遊
ぶ
。 

 

（ 
 

） 

   



 

 
8 

練
習
問
題
２ 

 
１ 
次
の
図
の
ア
～
オ
に
当
て
は
ま
る
語
句
を
、
あ
と
か
ら
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。 

 

 

 

ア
（ 

 
 

 

） 

イ
（ 

 
 

 

） 

ウ
（ 

 
 
 

 
） 

エ
（ 

 
 

 
 
 

） 

オ
（ 

 
 
 
 

 

） 

 

単
語 

 
 

文 
 

 

文
節 
 
 

形
式
段
落 

 
 

意
味
段
落 

    

 

２ 

次
の
文
で
、
単
語
の
分
け
方
と
し
て
、
正
し
い
も
の
に
は
○
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
に
は×

を
付
け
な
さ
い
。 

 

(1) 

母 

と 

姉 

は 

と
て
も 

や
さ
し
い
。 

 

（ 
 

） 

(2) 

明
日
は 

早
め
に 

学
校
へ 

行
く
。 

 

（ 
 

） 

(3) 

今
日 

は 

楽
し
い 

旅
行 

で
す
。 

 

（ 
 

） 

(4) 

夜
お
そ
く 

ま
で 

勉
強 

す
る
。 

 

（ 
 

） 
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３ 

次
の
文
を
、
例
に
な
ら
っ
て―

線
で
文
節
に
区
切
り
、
さ
ら
に
／
線
で
単
語
に
分
け
な
さ
い
。 

 
例 
父 

と
／
買 

い 

物 

に
／
出 

か 

け 

る 

。 

 (1) 

み 

ん 
な 

で 

ダ 

ン 

ス 

を 

お 

ど 

る 

。 

(2) 

夕 

日 

が 
西 

の 

空 

を 

赤 

く 

そ 

め 

る 

。 

(3) 

遠 

く 

か 

ら 
ひ 

と 

目 

で 

彼 

と 

わ 

か 

る 

。 

(4) 

静 

か 

な 

音 

楽 
を 
聴 

く 

と 

気 

分 

が 

い 

い 

。 

              

 

４ 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

※

甲 こ
う

府 ふ

か
ら
帰
っ
て
来
る
と
、
や
は
り
、
呼
吸
が
で
き
ⓐ

な
い
く
ら
い
に
ひ
ど
く
肩 か

た

が
凝 こ

っ
て
い

る
の
を
覚
え
た
。 

「
い
い
ね
え
、
お
ば
さ
ん
。
や
っ
ぱ
し
※

御 み

坂 さ
か

は
、
い
い
よ
。
自
分
の
う
ち
に
帰
っ
て
来
た
よ
う

な
気
さ
え
す
る
の
だ
。」 

夕
食
後
、
お
か
み
さ
ん
と
、

娘
む
す
め

さ
ん
と
、
交 か

わ
る
交 が

わ
る
、
私
の
肩
を
た
た
い
て
く
れ
る
。

お
か
み
さ
ん
の
拳

こ
ぶ
し

は
固
く
、
鋭

す
る
ど

い
。
娘
さ
ん
の
こ
ぶ
し
は
柔 や

わ

ら
か
く
、
あ
ま
り
効
き
め
が
ⓑ

な

い
。
も
っ
と
強
く
、
も
っ
と
強
く
と
私
に
言
わ
れ
て
、
娘
さ
ん
は
薪 ま

き

を
持
ち
出
し
、
そ
れ
で
も
っ

て
私
の
肩
を
と
ん
と
ん
叩 た

た

い
た
。
そ
れ
程 ほ

ど

に
し
て
も
ら
わ
ⓒ

な
け
れ
ば
、
私
の
凝
り
が
と
れ
ⓓ

な
い

ほ
ど
、
私
は
甲
府
で
緊 き

ん

張
ち
ょ
う

し
、
一
心
に
努
め
た
の
で
あ
る
。 

（
太 だ

宰 ざ
い

治
お
さ
む

「
富 ふ

嶽 が
く

百
ひ
ゃ
っ

景 け
い

」
） 

※
甲
府
・
御
坂
＝
ど
ち
ら
も
山 や

ま

梨 な
し

県 け
ん

の
地
名 

  

(1) 
 

 

線
部
「
た
た
い
て
く
れ
る
」
の
文
節
と
単
語
の
切
れ
目
に
そ
れ
ぞ
れ
「
／
」
を
入
れ

な
さ
い
。 

 

（
文
節
）
た 

た 

い 

て 

く 

れ 

る 

 

（
単
語
）
た 

た 

い 

て 

く 

れ 

る 

  

(2) 
 

 

線
ⓐ
～
ⓓ
の
う
ち
、
こ
の
部
分
だ
け
で
一
つ
の
文
節
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で

す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（ 
 

）
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１ 

言
葉
の
単
位 

 

テ
ス
ト 

 

１ 

次
の
各
組
か
ら
文
節
と
単
語
に
正
し
く
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。 

 

(1) 
 ア 

今
日
の
で
き
ご
と
を
／
日
記
に
記
す
。 

イ 

今
日
の
／
で
き
ご
と
を
／
日
記
に
／
記
す
。 

ウ 

今
日
／
の
／
で
き
ご
と
／
を
／
日
記
／
に
／
記
す
。 

エ 

今
日
／
の
／
で
き
／
ご
と
／
を
／
日
記
／
に
／
記
す
。 

オ 

今
／
日
／
の
／
で
き
／
ご
と
／
を
／
日
／
記
／
に
／
記
す
。 

文
節…

（ 
 

） 

単
語…

（ 
 

） 

 

(2) 
 ア 

赤
い
屋
根
に
／
小
鳥
が
／
と
ま
っ
て
い
る
。 

イ 

赤
い
／
屋
根
に
／
小
鳥
が
／
と
ま
っ
て
い
る
。 

ウ 

赤
い
／
屋
根
に
／
小
鳥
が
／
と
ま
っ
て
／
い
る
。 

エ 

赤
い
／
屋
根
／
に
／
小
鳥
／
が
／
と
ま
っ
て
／
い
る
。 

オ 

赤
い
／
屋
根
／
に
／
小
鳥
／
が
／
と
ま
っ
／
て
／
い
る
。 

文
節…

（ 
 

） 

単
語…
（ 

 

） 

 

(3) 
 ア 

妹
は
／
本
を
読
む
こ
と
が
／
好
き
だ
。 

イ 

妹
は
／
本
を
／
読
む
こ
と
が
／
好
き
だ
。 

ウ 

妹
は
／
本
を
／
読
む
／
こ
と
が
／
好
き
だ
。 

エ 

妹
／
は
／
本
／
を
／
読
む
／
こ
と
／
が
／
好
き
だ
。 

オ 

妹
／
は
／
本
／
を
／
読
／
む
／
こ
と
／
が
／
好
き
だ
。 

文
節…

（ 
 

） 

単
語…

（ 
 

） 

 

 

２ 

次
の
文
の
文
節
と
単
語
の
切
れ
目
に
そ
れ
ぞ
れ
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

(1) 
 （

文
節
）
暑 

い 

か 

ら 

帽 ぼ
う 

子 し 

を 

か 

ぶ 

る
。 

（
単
語
）
暑 

い 

か 

ら 

帽 

子 

を 

か 

ぶ 

る
。 

 

(2) 
 （

文
節
）
子 

ど 

も 

が 

プ 

ー 

ル 

へ 

飛 

び 

こ 

む
。 

（
単
語
）
子 

ど 

も 

が 

プ 

ー 

ル 

へ 

飛 

び 

こ 

む
。 

 

(3) 
 （

文
節
）
僕 ぼ

く 

の 

絵 

を 

見 

て 

も 

ら 

う
。 

（
単
語
）
僕 

の 

絵 

を 

見 

て 

も 

ら 

う
。 

 

(4) 
 （

文
節
）
庭 

に 

赤 

い 

花 

が 

さ 

く
。 

（
単
語
）
庭 

に 

赤 

い 

花 

が 

さ 

く
。 

 

(5) 
 （

文
節
）
数 

学 

の 

テ 

ス 

ト 

の 

勉 

強 

を 

す 

る
。 

（
単
語
）
数 

学 

の 

テ 

ス 

ト 

の 

勉 

強 

を 

す 

る
。 

 
(6) 

 （
文
節
）
お 

そ 

く 

ま 

で 

勉 

強 

す 

る
。 

（
単
語
）
お 

そ 

く 

ま 

で 

勉 

強 

す 

る 
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解
答 

１ 
言
葉
の
単
位 

 
②
文
節
と
単
語 

文
節
と
単
語
の
分
け
方
１ 

  

確
認
① 

文
節
の
分
け
方
(1) 

 

▼ 

文
を
文 ぶ

ん

節 せ
つ

に
区
切
る
に
は
、
言
葉
の
意
味
を
こ
わ
さ
ず
発
音
が
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う

に
で
き
る
だ
け
短
く
区
切
る
。 

▼ 

文
節
に
区
切
る
に
は
、
「
ネ
・
サ
・
ヨ
」
な
ど
を
入
れ
て
み
る
と
よ
い
。 

 

例 

今
日
は
ネ
／
友
達
に
ネ
／
手
紙
を
ネ
／
書
く
。
（
四
文
節
） 

  

 

１ 

次
の
文
に
、
例
の
よ
う
に
「
ネ
」
を
入
れ
て
文
節
に
分
け
な
さ
い
。
（ 

）
は
文
節
の
数
で

す
。 

例 

校 
 

庭 

に 

＜ネ 

桜 
 

が 

＜ネ 

咲 さ 
 

く
。
（
３
） 

 

(1) 

犬 

が

＜ネ

走 

る
。
（
２
） 

  

(2) 

父 

と

＜ネ

散 

歩 

を

＜ネ

す 

る
。
（
３
） 

  

(3) 

美 

し 

い

＜ネ

絵 

が

＜ネ

あ 

る
。
（
３
） 

    

 

２ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
文
節
の
数
で
す
。 

 

(1) 

庭 

に

／
水 

を

／
ま 

く
。（
３
） 

(2) 

新 

幹 

線 

で

／
京 

都 

へ

／
行 

く
。（
３
） 

(3) 

先 

生 

は

／
い 

つ 

も

／
や 

さ 

し 

い
。
（
３
） 

(4) 

授 

業 

の

／
復 

習 

を

／
毎 

日

／
行 

う
。（
４
） 

(5) 

静 

か 

な

／
公 

園 

で

／
少 

し

／
休 

む
。（
４
） 

  

３ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

(1) 

僕 ぼ
く 

は

／
水 

が

／
飲 

み 

た 

い
。 

(2) 

母 

は

／
本 

を

／
読 

む 

の 

が

／
好 

き 

だ
。 

(3) 

弁 

当 

を

／
残 

さ 

ず

／
き 

れ 

い 

に

／
食 

べ 

た
。 

(4) 

二 

人 

で

／
重 

い

／
荷 

物 

を

／
部 

屋 

に

／
運 

ぶ
。 

(5) 

今 

年 

の

／
夏 

は

／
意 

外 

と

／
涼 す

ず 

し 

い 

と

／
思 

う
。 
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確
認
② 

文
節
の
分
け
方
(2) 

 

▼ 

複 ふ
く

合 ご
う

語 ご

（
二
つ
以
上
の
語
が
結
び
つ
い
て
一
つ
に
な
っ
た
語
）
は
、
一
文
節
と
数
え
る
。 

例
・
部
屋
の
／
中
を
／
走
り
回
る
。 

・
毎
日
／
遅 お

そ

く
ま
で
／
勉
強
す
る
。 

 

※
複
合
語
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

例
・
押 お

し
出 だ

す
（
押
す
＋
出
す
） 

・
申 も

う

し
込 こ

む 

（
申
す
＋
込
む
） 

・
薄
暗

う
す
ぐ
ら

い 

（
薄
い
＋
暗
い
） 
・
食
べ
づ
ら
い
（
食
べ
る
＋
つ
ら
い
） 

・
観
察
す
る
（
観
察
＋
す
る
） 
・
ノ
ッ
ク
す
る
（
ノ
ッ
ク
＋
す
る
） 

  

 

１ 

次
の
言
葉
の
中
で
複
合
語
を
五
つ
○
で
囲
み
な
さ
い
。 

 

振 ふ

り
回 ま

わ

す 
 
 

食
べ
る 

 
 
 

座 す
わ

る 
 
 
 

チ
ェ
ッ
ク
す
る 

 
 

暗
い 

 

細
長
い 

 
 
 

見
づ
ら
い 

 
 

楽
し
い 

 
 

注
意
す
る 

 
 
 
 

大
き
い 

  

２ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
文
節
の
数
で
す
。 

 

(1) 

高 

く

／
舞 ま 

い 

上 あ 

が 

る
。
（
２
） 

(2) 

と 

て 

も

／
書 

き 

や 

す 

い
。（
２
） 

(3) 

夏 

の

／
夜 

は

／
暑 

苦 

し 

い
。
（
３
） 

(4) 

映 

画 

を

／
見 

て

／
感 

動 

す 

る
。
（
３
） 

   

 

３ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

(1) 

父 

が

／
弟 

を

／
呼 

び 

出 

す
。 

(2) 

重 

苦 

し 

い

／
空 

気 

が

／
会 

議 

室 

に

／
流 

れ 

る
。 

(3) 

歌 

詞 

が

／
難 

し 

い 

の 

で

／
歌 

い 

に 

く 

い
。 

(4) 

目 

前 

に

／
広 

が 

る

／
風 

景 

を

／
ス 

ケ 

ッ 

チ 

す 

る
。 
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確
認
③ 

文
節
の
分
け
方
(3) 

 

 

▼
「
な
い
」
の
付
い
た
言
葉
に
は
、
二
文
節
に
分
け
ら
れ
る
も
の
と
一
文
節
の
も
の
が
あ
る
。

二
文
節
か
一
文
節
か
を
見
分
け
る
に
は
、
「
な
い
」
の
前
に
「
は
」
を
入
れ
て
み
る
。 

 

① 

「
は
」
を
入
れ
て
意
味
が
通
じ
る
も
の
は
二
文
節
。 

例
・
少
な
く
な
い→

少
な
く
は．
／
な
い 

○ 

 

・
楽
で
な
い 

→

楽
で
は．
／
な
い 

 

○ 

 

② 

「
は
」
を
入
れ
て
意
味
が
通
じ
な
い
も
の
は
一
文
節
。 

例
・
行
か
な
い→

行
か
は．
な
い 

×
 

 

・
読
ま
な
い→

読
ま
は．
な
い 

×
 

  

 

１ 

次
の 

 

か
ら
二
文
節
に
区
切
ら
れ
る
も
の
を
四
つ
選
び
、
例
の
よ
う
に
「
は
」
と
「
／
」

を
入
れ
て
区
切
り
な
さ
い
。 

 

静
か
で
な
い 

 

飲
ま
な
い 

 
 

よ
く
な
い 
 

 

見
な
い 

行
か
な
い 

 
 

で
き
な
い 

 
 

悔
し
く
な
い 

 

確
実
で
な
い 

 

例 

多
く
な
い
〔 

多
く
は
／
な
い 

〕 

         

 

２ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
文
節
の
数
で
す
。 

 

(1) 

あ 

ま 

り

／
大 

き 

く

／
な 

い
。（
３
） 

(2) 

部 

屋 

は

／
き 

れ 

い 

で

／
な 

い
。（
３
） 

(3) 

プ 

ー 

ル 

の

／
水 

が

／
冷 

た 

く

／
な 

い
。
（
４
） 

(4) 

君 

の

／
手 

伝 

い 

は

／
必 

要 

で

／
な 

い
。
（
４
） 

  

３ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

(1) 

友 

達 

の

／
努 

力 

は

／
決 

し 

て

／
む 

だ 

で

／
な 

い
。 

(2) 

距 き
ょ 

離 り 

が

／
近 

く

／
な 

い 

の 

で

／
疲 つ

か 

れ 

た
。 

(3) 

彼 か
れ 

が

／
来 

な 

い 

か 

ら

／
お 

も 

し 

ろ 

く

／
な 

い
。 

(4) 

元 

気 

で

／
な 

い

／
理 

由 

が

／
わ 

か 

ら 

な 

い
。 

(5) 

魚 

が

／
釣 つ 

れ 

な 

い 

の 

は

／
珍

め
ず
ら 

し 

く

／
な 

い
。 

  

悔
し
く
は
／
な
い 

 

静
か
で
は
／
な
い 

 
 

 
 

・  ・ 

確
実
で
は
／
な
い 

 

よ
く
は
／
な
い 

 
 

 
 

 

（
二
文
節
） 

（
一
文
節
） 
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１ 

言
葉
の
単
位 

 

②
文
節
と
単
語 

文
節
と
単
語
の
分
け
方
２ 

  

確
認
① 

文
節
の
分
け
方
(4) 

 

 

▼
「
～
て
～
」「
～
で
～
」
の
形
の
言
葉
は
二 に

文
節

ぶ
ん
せ
つ

に
分
け
る
。 

 

例 

行
っ
て
／
く
る 

 

聞
い
て
／
み
る 

 

読
ん
で
／
も
ら
う 

 

※ 

こ
の
ほ
か
、
「
～
て
（
で
）
し
ま
う
」
「
～
て
（
で
）
お
く
」
「
～
て
（
で
）
や
る
」 

「
～
て
（
で
）
い
る
」「
～
て
（
で
）
い
く
」
な
ど
が
あ
る
。 

  
 

１ 

次
の
言
葉
の
中
で
、
二
文
節
に
分
け
ら
れ
る
も
の
を
五
つ
○
で
囲
み
な
さ
い
。 

 

帰
っ
て
く
る 

 

受
け
る 

 
 
 

読
ん
で
み
る 

 

拾
い
上
げ
る 

 
 

助
け
る 

 

買
っ
て
お
く 

 

笑
っ
て
い
る 

 

走
り
出
す 
 

 

教
え
て
や
る 

           

 

２ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
文
節
の
数
で
す
。 

 

(1) 

道 

を

／
聞 

い 

て

／
み 

る
。（
３
） 

(2) 

牛 

乳 

を

／
飲 

ん 

で

／
い 

る
。（
３
） 

(3) 

飛 

ん 

で

／
く 

る 

の 

は

／
鳥 

だ
。（
３
） 

  

３ 

次
の
文
の
文
節
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

(1) 

美 

容 

院 

で

／
髪 か

み 

を

／
切 

っ 

て

／
も 

ら 

う
。 

(2) 

母 

が

／
弁 

当 

を

／
作 

っ 

て

／
く 

れ 

る
。 

(3) 

い 

と 

こ 

は

／
北 

海 

道 

に

／
住 

ん 

で

／
い 

る
。 

(4) 

か 

き 

あ 

げ 

た

／
絵 

を

／
飾 か

ざ 

っ 

て

／
お 

く
。 
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確
認
② 

単
語
の
分
け
方
(1) 

 

▼ 

単 た
ん

語 ご

に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
。 

自 じ

立 り
つ

語 ご…
そ
れ
だ
け
で
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
単
語
。
ま
た
、
文
節
の
初
め
に
く
る

こ
と
が
で
き
る
単
語
。（ 

 

の
単
語
） 

 

付 ふ

属 ぞ
く

語 ご…

そ
れ
だ
け
で
は
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
必
ず
自
立
語
の
あ
と
に
付
い
て

意
味
を
付
け
加
え
る
単
語
。
（

○が
の
単
語
） 

 

例 

池 

○で
／
大
き
な
／
魚 
○が
／
泳
ぐ
。 

 

※
「
大
き
な
」
「
泳
ぐ
」
は
そ
れ
だ
け
で
文
節
を
作
っ
て
い
る
自
立
語
。
「
池
」
「
魚
」
は
文
節

の
初
め
に
あ
る
自
立
語
。「
で
」「
が
」
は
、
自
立
語
の
あ
と
に
付
い
て
意
味
を
付
け
加
え
て

い
る
付
属
語
。 

  
 

◆ 

次
の
文
の
単
語
を
、
Ａ
自
立
語
、
Ｂ
付
属
語
に
分
け
て
書
き
な
さ
い
。 

 

〈
近
所
／
の
／
図
書
館
／
に
／
行
く
。〉 

 

Ａ
（ 

 

近
所 

 

）
（ 

図
書
館 

）
（ 

 

行
く 

 

） 

 

Ｂ
（ 
 

の 
 

）
（ 

 

に 
 

） 

        

  

確
認
③ 

単
語
の
分
け
方
(2) 

 

▼
文
を
単
語
に
分
け
る
と
き
は
、
次
の
順
序
で
行
う
と
よ
い
。 

 

① 

ま
ず
、
文
を
文
節
に
分
け
る
。 

 

例 

公
園
の
／
池
で
／
魚
が
／
泳
ぐ
。 

 

② 

自
立
語
（ 

 

の
単
語
）
と
付
属
語
（

○が
の
単
語
）
に
分
け
る
。 

 

例 

公
園
／

○の
／
池
／

○で
／
魚
／

○が
／
泳
ぐ
。 

  
 

１ 

次
の
文
の
単
語
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
単
語
の
数
で
す
。 

 

(1) 

空

／
が

／
明 

る 

い
。（
３
） 

(2) 

バ 

ス

／
か 

ら

／
降 お 

り 

る
。
（
３
） 

(3) 

数 

学

／
の

／
問 

題

／
を

／
解 

く
。
（
５
） 

(4) 

玄 げ
ん 

関 か
ん

／
で

／
コ 

ー 

ト

／
を

／
脱 ぬ 

ぐ
。
（
５
） 

 

２ 

次
の
文
の
単
語
の
切
れ
目
に
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。
（ 

）
は
単
語
の
数
で
す
。 

 

(1) 

定 

規

／
で

／
線

／
の

／
長 

さ

／
を

／
測 

る
。（
７
） 

(2) 
僕 ぼ

く

／
は

／
い 

つ 

も

／
同 

じ

／
時 

間

／
に

／
起 

き 

る
。（
７
） 

(3) 

星

／
が

／
き 

ら 

き 

ら 

と

／
光

／
を

／
放 

つ
。
（
６
） 

(4) 

赤 

ち 
ゃ 

ん

／
の

／
手

／
は

／
と 

て 

も

／
か 

わ 

い 

い
。
（
６
） 
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確
認
④ 

単
語
の
分
け
方
(3) 

 

複 ふ
く

合 ご
う

語 ご

は
、
一 い

ち

文
節

ぶ
ん
せ
つ

一 い
ち

単
語

た

ん

ご

と
数
え
る
。 

 

例 
 

  

 

◆ 

次
の
ア
・
イ
の
う
ち
、
一
単
語
で
あ
る
ほ
う
に
○
を
つ
け
な
さ
い
。 

 

(1) 

ア
（ 

○ 

）
持
ち
帰
る 

 
 

イ
（ 

 
）
荷
物
を
持
つ 

(2) 

ア
（ 

○ 

）
経
験
す
る 

 
 

イ
（ 

 

）
経
験
を
す
る 

(3) 

ア
（ 

 

）
運
転
を
す
る 

 

イ
（ 

○ 

）
運
転
す
る 

(4) 

ア
（ 

○ 

）
走
り
去
る 

 
 

イ
（ 

 

）
道
路
を
走
る 

            

  

確
認
⑤ 

単
語
の
分
け
方
(4) 

 

▼
「
～
て
（
で
）
～
」
の
形
の
言
葉
は
、
二
文
節
三
単
語
と
数
え
る
。 

 

例 
 

  

 

１ 

次
の
言
葉
を
「
／
」
で
三
つ
の
単
語
に
分
け
な
さ
い
。 

 

(1) 

乗 

せ

／
て

／
あ 

げ 

る 

(2) 

変 

わ 

っ

／
て

／
い 

く 

(3) 

読 

ん

／
で

／
も 

ら 

う 

 

２ 

次
の
文
を
「
／
」
で
単
語
に
分
け
な
さ
い
。 

 

(1) 

弟

／
に

／
竹 

と 

ん 

ぼ

／
を

／
作 

っ

／
て

／
や 

る
。
（
７
） 

(2) 

合 

格

／
を

／
目 

標

／
に

／
頑 が

ん 

張 ば 

っ

／
て

／
み 

る
。（
７
） 

(3) 

世 

界

／
の

／
人 

口

／
が

／
増 

え 

続 

け

／
て

／
い 

る
。
（
７
） 
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練
習
問
題
１ 

 
１ 
次
の
文
で
、
文
節
に
区
切
っ
て
あ
る
も
の
に
は
Ａ
、
単
語
に
分
け
て
あ
る
も
の
に
は
Ｂ
と
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

(1) 

毎
年
／
家
の
／
庭
で
／
ア
ジ
サ
イ
の
／
花
が
／
き
れ
い
に
／
さ
く
。 

（ 

Ａ 

） 

(2) 

毎
朝
／
ぼ
く
／
は
／
自
転
車
／
で
／
学
校
／
へ
／
行
く
。 

 

（ 

Ｂ 

） 

(3) 

明
日
は
／
き
っ
と
／
す
ば
ら
し
い
／
天
気
に
／
な
る
。 

 

（ 

Ａ 

） 

(4) 

バ
ス
／
は
／
九
時
／
に
／
出
発
す
る
。 

 

（ 

Ｂ 

） 

(5) 

今
日
／
か
ら
夏
休
み
／
だ
。 

 

（ 

Ｂ 

） 

(6) 

ど
こ
ま
で
も
／
続
く
／
道
を
／
行
く
。 

 

（ 

Ａ 

） 

(7) 

ぼ
く
／
の
／
妹
／
は
／
性
格
が
／
お
だ
や
か
だ
。 
 

（ 

Ｂ 

） 

(8) 

朝
／
の
／
冷
た
い
／
空
気
／
は
／
気
持
ち
／
が
／
い
い
。 

 

（ 

Ｂ 

） 

(9) 

自
転
車
が
／
欲
し
い
け
れ
ど
／
お
金
が
／
な
い
。 

 

（ 

Ａ 

） 

(10) 

歌
が
／
下
手
な
の
で
／
カ
ラ
オ
ケ
に
は
／
行
か
な
い
。 

 

（ 

Ａ 

） 

 

解
説 文

節
に
区
切
っ
て
あ
る
(1)
・
(3)
・
(6)
・
(9)
・

(10)
は
、
間
に
「
ネ
」「
サ
」「
ヨ
」

な
ど
を
入
れ
て
読
ん
で
も
、
発
音
上
不
自
然
な
感
じ
が
し
な
い
。 

(2)
「
毎
朝
」
は
、
こ
れ
で
一
つ
の
単
語
。 

(4)
「
九
時
」「
出
発
す
る
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
単
語
。 

(5)
「
夏
休
み
だ
」
は
、「
夏
休
み
な
」
と
す
る
と
不
自
然
な
の
で
、
二
つ
の
単
語

に
分
け
ら
れ
る
。 

(7)
「
お
だ
や
か
だ
」
は
、「
お
だ
や
か
な
」
と
し
て
も
自
然
な
の
で
、
こ
れ
以
上

分
け
ら
れ
な
い
一
つ
の
単
語
。 

   

 

２ 

次
の
文
は
、
い
く
つ
の
文
節
か
ら
で
き
て
い
ま
す
か
。
数
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 

(1) 

犬
が
ほ
え
る
。 

 

（ 

２ 

） 

(2) 

白
い
花
と
赤
い
花
が
さ
く
。 

 

（ 

５ 

） 

(3) 

み
ん
な
の
前
で
発
表
す
る
。 

 

（ 

３ 

） 

(4) 

わ
た
し
の
部
屋
は
と
て
も
静
か
だ
。 

 

（ 

４ 

） 

(5) 

大
人
も
子
ど
も
も
老
人
も
い
る
。 

 

（ 

４ 

） 

(6) 

明
日
は
き
っ
と
晴
れ
る
。 

 

（ 

３ 

） 

(7) 

今
日
は
国
語
の
テ
ス
ト
が
あ
る
。 

 

（ 

４ 

） 

(8) 

い
つ
も
の
公
園
で
弟
や
妹
と
楽
し
く
遊
ぶ
。 

 

（ 

６ 

） 

 

解
説 

次
の
よ
う
に
文
節
に
区
切
れ
る
。 

(1) 

犬
が
／
ほ
え
る
。 

(2) 

白
い
／
花
と
｜
赤
い
／
花
が
｜
さ
く
。 

(3) 

み
ん
な
の
／
前
で
／
発
表
す
る
。 

(4) 

わ
た
し
の
／
部
屋
は
／
と
て
も
／
静
か
だ
。 

(5) 

大
人
も
／
子
ど
も
も
／
老
人
も
／
い
る
。 

(6) 

明
日
は
／
き
っ
と
／
晴
れ
る
。 

(7) 

今
日
は
／
国
語
の
／
テ
ス
ト
が
／
あ
る
。 

(8) 

い
つ
も
の
／
公
園
で
／
弟
や
／
妹
と
／
楽
し
く
／
遊
ぶ
。 
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練
習
問
題
２ 

 
１ 
次
の
図
の
ア
～
オ
に
当
て
は
ま
る
語
句
を
、
あ
と
か
ら
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。 

 

 

 

ア
（ 

意
味
段
落 

） 

イ
（ 

形
式
段
落 

） 

ウ
（ 
文 

 
 
 

） 

エ
（ 

文
節 

 
 

） 

オ
（ 

単
語 

 
 

） 

 

単
語 

 
 

文 
 

 

文
節 
 
 

形
式
段
落 

 
 

意
味
段
落 

 

解
説 

オ
か
ら
ア
と
、
下
か
ら
上
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
、
大
き
な
ま
と
ま
り
に
な
る
。

形
式
段
階
が
一
つ
ま
た
は
二
つ
以
上
集
ま
っ
て
意
味
段
落
を
形
成
す
る
か
ら
、
イ

が
形
式
段
落
、
ア
が
意
味
段
落
。
ま
た
、
ウ
の
文
が
ま
と
ま
る
と
段
落
に
な
る
。 

    

 

２ 

次
の
文
で
、
単
語
の
分
け
方
と
し
て
、
正
し
い
も
の
に
は
○
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
に
は×

を
付
け
な
さ
い
。 

 

(1) 

母 

と 

姉 

は 

と
て
も 

や
さ
し
い
。 

 

（ 

○ 

） 

(2) 

明
日
は 

早
め
に 

学
校
へ 

行
く
。 

 

（ 
×
 

） 

(3) 

今
日 

は 

楽
し
い 

旅
行 

で
す
。 

 

（ 

○ 

） 

(4) 

夜
お
そ
く 

ま
で 

勉
強 

す
る
。 

 

（ 
×
 

） 

 

解
説 

(2)
は
文
節
で
区
切
っ
て
あ
る
。
正
し
く
単
語
に
分
け
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

(2) 

明
日 

は 

早
め 

に 

学
校 

へ 

行
く
。 

(4) 

夜 

お
そ
く 

ま
で 

勉
強
す
る
。 

 



 

 
19 

 
３ 

次
の
文
を
、
例
に
な
ら
っ
て―

線
で
文
節
に
区
切
り
、
さ
ら
に
／
線
で
単
語
に
分
け
な
さ
い
。 

 
例 
父 

と
／
買 

い 

物 

に
／
出 

か 

け 

る 

。 

 (1) 

み 

ん 
な 

で

／
ダ 

ン 

ス 

を

／
お 

ど 

る 

。 

(2) 

夕 

日 

が

／
西 

の

／
空 

を

／
赤 

く

／
そ 

め 

る 

。 

(3) 

遠 

く 

か 

ら

／
ひ 

と 

目 

で

／
彼 

と

／
わ 

か 

る 

。 

(4) 

静 

か 

な

／
音 

楽 
を

／
聴 

く 

と

／
気 

分 

が

／
い 

い 

。 

 

解
説 ま

ず
文
節
に
区
切
っ
て
か
ら
、
さ
ら
に
単
語
に
分
け
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。 

(2)
「
赤 

く
」「
そ
め 

る
」
は
分
け
す
ぎ
。 

(3)
「
静
か
な
」
は
、
こ
れ
で
一
単
語
。 

               

 

４ 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

※

甲 こ
う

府 ふ

か
ら
帰
っ
て
来
る
と
、
や
は
り
、
呼
吸
が
で
き
ⓐ

な
い
く
ら
い
に
ひ
ど
く
肩 か

た

が
凝 こ

っ
て
い

る
の
を
覚
え
た
。 

「
い
い
ね
え
、
お
ば
さ
ん
。
や
っ
ぱ
し
※

御 み

坂 さ
か

は
、
い
い
よ
。
自
分
の
う
ち
に
帰
っ
て
来
た
よ
う

な
気
さ
え
す
る
の
だ
。」 

夕
食
後
、
お
か
み
さ
ん
と
、

娘
む
す
め

さ
ん
と
、
交 か

わ
る
交 が

わ
る
、
私
の
肩
を
た
た
い
て
く
れ
る
。

お
か
み
さ
ん
の
拳

こ
ぶ
し

は
固
く
、
鋭

す
る
ど

い
。
娘
さ
ん
の
こ
ぶ
し
は
柔 や

わ

ら
か
く
、
あ
ま
り
効
き
め
が
ⓑ

な

い
。
も
っ
と
強
く
、
も
っ
と
強
く
と
私
に
言
わ
れ
て
、
娘
さ
ん
は
薪 ま

き

を
持
ち
出
し
、
そ
れ
で
も
っ

て
私
の
肩
を
と
ん
と
ん
叩 た

た

い
た
。
そ
れ
程 ほ

ど

に
し
て
も
ら
わ
ⓒ

な
け
れ
ば
、
私
の
凝
り
が
と
れ
ⓓ

な
い

ほ
ど
、
私
は
甲
府
で
緊 き

ん

張
ち
ょ
う

し
、
一
心
に
努
め
た
の
で
あ
る
。 

（
太 だ

宰 ざ
い

治
お
さ
む

「
富 ふ

嶽 が
く

百
ひ
ゃ
っ

景 け
い

」
） 

※
甲
府
・
御
坂
＝
ど
ち
ら
も
山 や

ま

梨 な
し

県 け
ん

の
地
名 

  

(1) 
 

 

線
部
「
た
た
い
て
く
れ
る
」
の
文
節
と
単
語
の
切
れ
目
に
そ
れ
ぞ
れ
「
／
」
を
入
れ

な
さ
い
。 

 

（
文
節
）
た 

た 

い 

て

／
く 

れ 

る 

 

（
単
語
）
た 

た 

い

／
て

／
く 

れ 

る 

  

(2) 
 

 

線
ⓐ
～
ⓓ
の
う
ち
、
こ
の
部
分
だ
け
で
一
つ
の
文
節
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で

す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

（ 
ⓑ 
）
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１ 

言
葉
の
単
位 

 

テ
ス
ト 

 

１ 

次
の
各
組
か
ら
文
節
と
単
語
に
正
し
く
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。 

 

(1) 
 ア 

今
日
の
で
き
ご
と
を
／
日
記
に
記
す
。 

イ 

今
日
の
／
で
き
ご
と
を
／
日
記
に
／
記
す
。 

ウ 

今
日
／
の
／
で
き
ご
と
／
を
／
日
記
／
に
／
記
す
。 

エ 

今
日
／
の
／
で
き
／
ご
と
／
を
／
日
記
／
に
／
記
す
。 

オ 

今
／
日
／
の
／
で
き
／
ご
と
／
を
／
日
／
記
／
に
／
記
す
。 

文
節…
（ 

イ 

） 

単
語…

（ 

ウ 

） 

 

(2) 
 ア 

赤
い
屋
根
に
／
小
鳥
が
／
と
ま
っ
て
い
る
。 

イ 

赤
い
／
屋
根
に
／
小
鳥
が
／
と
ま
っ
て
い
る
。 

ウ 

赤
い
／
屋
根
に
／
小
鳥
が
／
と
ま
っ
て
／
い
る
。 

エ 

赤
い
／
屋
根
／
に
／
小
鳥
／
が
／
と
ま
っ
て
／
い
る
。 

オ 

赤
い
／
屋
根
／
に
／
小
鳥
／
が
／
と
ま
っ
／
て
／
い
る
。 

文
節…

（ 

ウ 

） 

単
語…

（ 
オ 

） 

 

(3) 
 ア 

妹
は
／
本
を
読
む
こ
と
が
／
好
き
だ
。 

イ 

妹
は
／
本
を
／
読
む
こ
と
が
／
好
き
だ
。 

ウ 

妹
は
／
本
を
／
読
む
／
こ
と
が
／
好
き
だ
。 

エ 

妹
／
は
／
本
／
を
／
読
む
／
こ
と
／
が
／
好
き
だ
。 

オ 

妹
／
は
／
本
／
を
／
読
／
む
／
こ
と
／
が
／
好
き
だ
。 

文
節…

（ 

ウ 

） 

単
語…

（ 

エ 

） 

 

 

２ 

次
の
文
の
文
節
と
単
語
の
切
れ
目
に
そ
れ
ぞ
れ
「
／
」
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

(1) 
 （

文
節
）
暑 

い 

か 

ら

／
帽 ぼ

う 

子 し 

を

／
か 

ぶ 

る
。 

（
単
語
）
暑 

い

／
か 

ら

／
帽 

子

／
を

／
か 

ぶ 

る
。 

 

(2) 
 （

文
節
）
子 

ど 

も 

が

／
プ 

ー 

ル 

へ

／
飛 

び 

こ 

む
。 

（
単
語
）
子 

ど 

も

／
が

／
プ 

ー 

ル

／
へ

／
飛 

び 

こ 

む
。 

 

(3) 
 （

文
節
）
僕 ぼ

く 

の

／
絵 

を

／
見 

て

／
も 

ら 

う
。 

（
単
語
）
僕

／
の

／
絵

／
を

／
見

／
て

／
も 

ら 

う
。 

 

(4) 
 （

文
節
）
庭 

に

／
赤 

い

／
花 

が

／
さ 

く
。 

（
単
語
）
庭

／
に

／
赤 

い

／
花

／
が

／
さ 

く
。 

 

(5) 
 （

文
節
）
数 

学 

の

／
テ 

ス 

ト 

の

／
勉 

強 

を

／
す 

る
。 

（
単
語
）
数 

学

／
の

／
テ 

ス 

ト

／
の

／
勉 

強

／
を

／
す 

る
。 

 
(6) 

 （
文
節
）
お 

そ 

く 

ま 

で

／
勉 

強 

す 

る
。 

（
単
語
）
お 

そ 

く

／
ま 

で

／
勉 

強 

す 

る 

 


